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第23回山岳気象国際会議に参加して＊

高野 功＊＊・斉　藤　和　雄＊＊＊

　1．はじめに

　筆者らは1994年9月5～9日にドイツ南部のボーデ

ン湖畔の町リンダウで開催された第23回山岳気象国際

会議，ITAM94（23rd　Intemationale　Tagmg　f廿r

AlpineMeteorologie）に参加し左．この会議は1950年

のミラノ・トリノでの第1回以来，アルプス周辺国の

間で隔年で開催されてきた．前回2年前のトゥールー

ズ（フランス）での大会に続き今年はドイツが開催国

として選ばれ，ドイツ気象局が主催した．なお第20回

のセストラ（イタリア）での会議の模様を石島　英氏

が報告している（石島，1989）．参加者は各国の気象局

や大学からの研究者を中心に約200名であった．国別で

は，地元ドイツを始めとするアルプス周辺国にスペイ

ンを加えたヨーロッパからの研究者が大部分で，日本

からは筆者ら2名のみであった．また，米国やニュー

ジーランド等からも少数の参加者があった．

　会議では中小規模現象，気候，水文等，山岳に関連

したさまざまな分野の自然現象についての研究成果が

分野毎にまとめて口頭，ポスターで発表され，活発な

討論が行われた．以下に各セッションの表題を示す．

　・総観気象

　・観測手法，測器

　・解析，シミュレーション（数値シミュレーション）

　・解析，シミュレーション（MAP，Mesoscale

　　　　　　　　　　　　　　　　Alpine　Project）

　・解析，シミュレーション　（PYREX，Pyrenees

　　　　　　　　　　　　　　　　Experiment）

　・解析，シミュレーション（境界層，局地風）

　・山岳気候学

　＊Report　on　the23rd　Intemational　Conference　on
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　2．会議の内容

　総観気象のセッションでは，日本では文献等で目に

する機会が少ない，アルプス北部で発生したスーパー

セル等のシビア現象の報告がいくつかあり興味を引か

れた．ドップラーレーダを使って測定した風とスコー

ルライン発生の関連を指摘した発表もあった．こうし

た現象の発現する場所や移動にはやはり地形の影響が

見られるようである．アルプス周辺でもしばしば豪雨

が発生して深刻な被害をもたらしていることから，こ

うしたシビア現象の解明は今後の重要な研究テーマと

いえるだろう．観測のセッションでは，降水量が山の

高度と共に増加することが報告されたが，一方で山岳

域で降雪量等を正確に観測することが非常に難しいと

の指摘もあった．レーダについても山岳の影響で観測

範囲が限定される等，山岳域での観測には様々な困難

があるとの印象を受けた．比較的新しい測器を使った

観測の発表は少なかった．

　最近の気象関連の研究会の常として，数値シミュ

レーションのセッションでの発表が多かった．筆者ら

のうち斉藤は北日本山岳域の地形性降雪についての2

次元数値実験の結果について，高野は中部山岳の風下

に発生した地形性のメソ雲システムのシミュレーショ

ンの結果について発表した．

　アルプスの南側は山岳性の低気圧が発生する場所と

してよく知られているが，その耐例としてアドリア海

で発生した低気圧についてのモデルによる結果が紹介

されていた．計算機の大型化によって数値モデルの分

解能も年毎に向上しっつあるが，スイスやドイツの気

象局ではすでに格子間隔14kmという高分解能モデ

ルが現業的に使われている．このモデルはドイツとス

イス2国の気象局で共同で開発が進められたものとの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しことで，精緻化の進むモデルの開発作業を分散化する
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動きとして注目される．このモデルによって局地性降

水の表現が非常に改善されていた．この例のように複

雑な地形を含む領域での高分解能モデルの有効性は明

らかだが，そうしたモデルに適した初期値をいかにし

て作るかは課題として残されて・いる．また，モデルの

出力した細かいスケールの現象を検証するための観測

的手段も現状では限られている．

　そうした問題意識を背景に，アルプス域でのメソス

ケール現象の解明，モデルの予測可能性の向上等を目

的としてMAP（MesoscaleAlpineProject）という新

しいプログラムが動き出した．ここでもメソ数値モデ

ルが中心的役割を担うと’考えられ，地形性降雨，おろ

し風，山岳波1アルプスによる前線の変形など山岳の

影響を受けた複雑なメソスケール現象の研究が更に深

められることが期待される．このプログラムには米国

からもいくつかのグループが参加の意志を表明してい

るとのことである．詳細な実験計画はまだ未定のよう

だが，かなりの人数の研究者が参加する大規模なプロ

ジェクトとなるようで，今後の進展には注目していき

たい．

　ピレネー山脈をフィールドとしてフランスとスペイ

ンが中心になって進められた国際観測実験，PYREX

についても独立にセッションが設けられた．1990年

10～11月の集中観測から4年近く経ち研究成果が出そ

ろった頃で，観測実験の概要，解析・シミュレーショ

ンと理論の応用など多岐にわたる講演を含む充実した

セッションであった．

　3．おわりに
　会議は全体を通じて主催者のドイツ気象局の配慮が

行き届いた運営が行われており，講演内容も369ぺ一ジ

に及ぶ予稿集（AnnalenderMeteorologie，Vol．30と

して発刊）によくまとめられていた．大会の休憩時間

のロビーではドイツ語，フランス語，イタリア語，英

語その他のさまざまの言語が聞こえ，すべての発表に

この4か国語の同時通訳が付くというマルチ言語環境

は初めての経験であった．アルプス周辺国の研究者達

が言語の壁を越えて研究の交流を進めていることに感

銘を受けた．この会議の参加者数，研究テーマの広が

りはヨーロッパ中部におけるアルプスの存在の大きさ

を改めて認識させるものであった．MAPへの米国の積

極的参加に見られるように，アルプスに代表される山

岳気象への学術的関心はその周辺国にとどまることな

くより国際的に広がりつつある．日本からもこうした

会議に継続的に参加していくことを手始めに，国際的

な研究交流をもっと進めていかなければ，という思い

を強くした．地域固有の地形や海陸分布等の条件に支

配された現象を対象としても，その解明には山岳の効

果についてのより広い視野での考察が欠かせないと思

われるからである．

　研究の手法としては，筆者らの取り組んでいる山岳

域に関連したメソスケール現象については高分解能モ

デルの利用が更に必要になると感じた．今後はより細

かい現象を扱える非静力モデルの適用が進むだろう．

一方で，既存の観測データの限界も感じさせられた．

モデルの出力を検証し更にその改良を進めるためにも

観測データの充実は欠かすことはできない．この事情

は日本も同様である．こうした現状に対してMAPプ

ロジェクトの中でどんな新しい動きが出てくるか大い

に注目される．

　私事ではあるが，2日目の筆者らの講演の後，ドイ

ツ気象局J．Steppeler博士からは特に昼食に誘ってい

ただき，ドイツ気象局でのメソ数値モデルの開発事情

やこの国際会議の運営等について伺う機会を得ること

ができた．また，コーヒーブレイクや懇親会ではフラ

ンス気象局研究所のP．Bougeault博士やスペイン・

アンダルシア州気象台のF．Gallardo台長らと意見交

換ができ有意義だった．また中世以来の古い家並みや

市庁舎の残るリンダウの町の美しさも印象的だった．

なお，次回の大会はスロベニアでの開催が予定されて

いるとのことである．

　終わりに今回の参加にあたり，高野は科学技術庁振

興調整費重点基礎研究より，斉藤は茨城県科学技術振

興財団よりそれぞれ旅費の援助を受けました．関係各

位のご助力に深く感謝いたします．
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